
新年度を迎えて
神河中学校ＰＴＡ会長 岸口 徹

令和６年度に入り、既に１カ月以上が経過しました。３年生については、修学旅行が５月１３
日からで、一生の思い出になることでしょう。学校生活では、勉強だけでなく、その他行事
を通していろいろなことを学ぶことができます。「相手の立場になって考える」「人の気持
ちを考える」ことは学校でも指導されていると思いますが、実はとても難しいことです。長
年一緒に暮らしている親子や夫婦であっても、お互いが何を考えているのかわからないこ
ともあります。中学校を卒業してからも常に他者との関係を築いていくことになりますの
で、生徒の皆さんには、ぜひ中学校の間にも取り組んでほしいと思います。縁あってこの度
ＰＴＡ会長に就任いたしました。不慣れのため、いろいろ不手際があるかと思いますがよろ
しくお願いいたします。
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新年度を迎えて
藤 本 悟

令和６年度が始まりました。学校教育目標は「変化に対応し やさしく 楽しく た
くましく」～ふるさと神河を愛する生徒の育成～です。「変化に対応する」とは、私たち
が学習し、生活する上での状況の変化、時代の変化、環境の変化等を想定し、それらの
変化に対応するための「考える力」「行動する力」「コミュニケーションする力」「自分の
考えを発信できる言語力」を身につけ、自分の周りの人たちと協力し合いながら生きて
いくことを意味しています。また、その中で、「ふるさと神河っていいな。落ち着く。大
好き。」と思えるようになればと願っています。この目標を達成するために、生徒と教職
員、保護者、地域が協力し合い、一体となった学校教育活動が展開できることが肝要で
す。
さて、話は変わりますが、イギリス初の女性首相となったマーガレット・サッチャー

さんのことをご存じでしょうか。そのサッチャーさんが述べられた言葉に、自分の人生
を切り拓いていくことにつながるものがあります。
「考えは言葉となり、言葉は行動となり、行動は習慣となり、習慣は人格となり、人

格は運命となる。」
自分の考えを言葉として発し、それを行動化することで習慣となり、習慣は人格にも影
響を及ぼし、ひいては運命をも変えていくという意味です。つまり、考え方を変え、そ
れを実践していけば人生を変えることができるというのです。
この言葉は、中学生にもあてはまる言葉です。例えば、「自分がしなければならないの

に、グズグズしてなかなか実行に移せない」という課題があるとします。先ほどの言葉
に当てはめて、①まず考え方を変える、②やるべきことをすぐ行うと表明する、③即実
行する、そう意識を変えて実際に動くようにします。それを繰り返しているうちに、そ
の動きが習慣化され、大きな変化が現れます。充実した生活を送ることができるように
なり、人からも信頼されるようになり、きっと人生も変わってくるはずです。
このように、自分の人生を望む方向へ切り拓くには、自分の生活を振り返り、見つめ

直し、これまでの考えを変えることからスタートします。そして、それを表明し、行動
し、習慣化していきます。そうすることで自分の運命も自分自身で創っていくことがで
きます。新年度のスタートにあたり、このような考え方をもって行動していくことがと
ても大事だと思います。生徒には無限の可能性があります。大いに成長していってほし
いです。参考にしていただければ幸いです。

変化に対応し

やさしく 楽しく

たくましく

～ふるさと神河を愛する
生徒の育成～
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新年度を迎えて
１年主任 芦田まゆみ

１６回生も４月に入学してきてから早２か月が過ぎようとしています。毎朝、生徒玄
関で生徒たちとあいさつを交わしていますが、入学当初は緊張した表情で登校してくる
生徒がほとんどで、上靴に履き替えるのにも時間がかかり、玄関に座り込んで履いてい
た生徒も少なくありませんでした。しかし、最近では中学校生活にも慣れてきたようで、
どの生徒も元気な声と笑顔で挨拶してくれるようになり、毎日こちらも元気をもらって
います。
４月末の、新入生歓迎の球技大会では、２、３年生の先輩たちのやさしさと偉大さを

感じながら、ゴールデンウィークの間の１日を過ごすことができました。ゴールデンウ
ィーク明けの部活動の正式入部からは、疲れてはいるものの先輩たちからの学びや、ク
ラスの違う友達との関わりがあり、放課後、いい表情をして活動しています。６月２７
日には中播総合体育大会、西播吹奏楽コンクールに向けた壮行会が計画されており、３
年生の先輩が最後の大会で力を発揮できるよう、しっかりエールを送ってほしいです。
また、５月１５日のものづくり体験では、どの生徒も匠の技のすばらしさに感動しなが
ら、いきいきとした表情で「ものづくり」に取り組んでいました。
１６回生の学年目標は「COLOR ～７４色の虹をかけよう～」です。これから始まる神

河中学校での３年間の学校生活の中で、一人ひとりを大切にし、みんなで行事や学習な
どに取り組み、７４人が互いに成長できる、そんな学年を目指していきたいと思います。
「子どもたちの幸せを願って」保護者の皆さまと共に力を合わせていければと思います。
今年１年よろしくお願いいたします。
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「３年生になって」
まず、３年生に進級できたことがうれしいです。３年生で

は頑張りたいことがいっぱいあります。まずは勉強。３年生
ではテストの問題も難しくなるし、テストの回数も増えます。
受験を控えているので授業からしっかり取り組んでいきたい
です。家での自主学習も頑張っていこうと思います。

次は部活。総体でちゃんと結果が出せるように、毎日の練習を頑張りたいです。
最近２年生の子もみんな上手になってきて、日々やりがいのある練習ができていま
す。２年生も試合に出ると思うので頑張ってほしいです。
次にクラス。新しいクラスになって、はじめましての子もいるなかで、これから

クラスの雰囲気を高めていけたらいいなと思います。最後に「このクラスでよかっ
た」って思えるように最高のクラスにしたいです。みんなで協力し、クラス一丸と
なって中学校最後の体育大会や合唱コンクールで１位を取りたいです。
３年生は１、２年生の手本って言われているので、自分も手本になれるような先

輩になってみんなを引っ張っていけたらいいと思います。自分達が卒業するころに
は、部活でも勉強でも結果を残していることでしょう！これぐらいの気持ちでラス
ト１年を頑張っていきたいと思っています。

３年生
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「夢の国へ第一歩」
ディズニーランドに行く前は、平日だし人は少ないだろうと思っていたら、たく

さん人がいてびっくりしました。ディズニーに入り、まずおみやげを買いました。
そして、いよいよ夢の国へ足を踏み入れました。最初はカリブの海賊です。５分く
らいですぐに乗れました。乗るまでは真っ暗で怖かったです。本物の動物みたいで
すごかったです。乗り終わってお腹がすいたので、みんなで照り焼きチキンを食べ
ました。めっちゃおいしかったです。お腹もふくらみ、次はスプラッシュマウンテ
ンに向かいました。待ち時間は６０分と書いてあったけど９０分待ちました。長か
ったです。でも、同じ班の今まであまり喋ったことがない子ともたくさん話せて楽
しかったです。そして、前に並んでいた外国人の方々が話しかけてくださり、いろ
んな英語を教えてもらいました。そして、ようやく順番が来ました。最後の落ちる
ところは、ちょっと怖かったけど手を上げることができて楽しかったです。そのま
ま本部に行って、みんなでサングラスをつけて写真を撮ってもらいました。最後に
レストランでごはんを食べながらパレードを見ました。迫力がすごかったです。ま
た、ディズニーランドに行きたいです。
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「２年生になって」
中学校生活、２年目に突入しました。本当に早いなと思い

ます。僕は今、とても緊張しています。１年生が入学してき
たからです。１年生が入ってきたので、僕は「先輩」という
立場になりました。だから、１年生からどんなふうに見られ

ているだろう、１年生にとって、僕は“かっこいい先輩”になれるだろうかと、不
安な気持ちでいっぱいです。でも、僕は１年生のときに、２年生や３年生の先輩の
みなさんをずっと見てきました。だから、僕が見てきた“かっこいい先輩”の姿を
後輩に見せてあげられるように頑張ります。
僕は、もう１つ不安でたまらないことがあります。２年生の後半からは、生徒会

の運営は全て僕たちにゆだねられるということです。僕は中学校でもう１年間過ご
しました。でも、よく考えるとまだたったの１年しか過ごしていないと思うことが
あります。１年は経ったけど、まだまだできないことはたくさんあります。こんな
僕たちで、リーダーとして後輩たちを率いることができるのかと不安になります。
今の僕にはまだできる自信がありません。だから、この２年生の１年間で、自信が
もてるようにしたいと思います。「２年生」では、リーダーとして、どのような態度
がふさわしいのか、どのような生活をすればいいのかを学ぶ機会にできればと思っ
ています。“かっこいい先輩”になるにはどうしたらいいのか、リーダーとして後輩
たちを引っぱっていくにはどうしたらいいのか、しっかり考えながら生活する１年
にしたいと思います。

「２年生になって」
恐ろしい速さで中学１年生が終わったので、まったく２年生という実感が湧いて

きませんが、２年生になりました。これから部活動などで１年生と交流することで、
段々と実感が湧いてくると思います。昨年は、分からないことばかりで、先生や先
輩に頼って、なんとか私の学校生活は成り立っていましたが、さすがに後輩にそん
な姿は見せられません。「自立」ができるように、自分で考え行動していこうと思い
ます。また、１年生はきっと分からないことだらけだと思うので、部活動や専門部
などでリードしてあげることができる、頼れる先輩を目指して頑張りたいと思いま
す。
１年後には受験がまっています。進路のことも自分で考えないといけません。そ

のためにも、２年生では１つ１つの中間テスト、期末テストを大事にしていきたい
です。諦めずに、内容の濃い学習を家でも学校でも頑張っていこうと思います。
今年は、自分が立てた目標を細かく分解して、毎日続けられるようにしたいと考

えています。小さな目標にして毎日しっかり続けられるようにしたいです。小さな
目標の達成を積み上げることで、最終的には大きな目標を達成することができると
思います。これが今年の私の目標です。

２年生
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「２年生になって」
２年生になって楽しみなことは、“トライやる・ウィーク”と“校外学習”です。

トライやる・ウィークでは幼稚園か飲食店に行きたいと思っています。飲食店では
料理をするという仕事だけでなく、お客様とのコミュニケーションもしっかりとし
ていく必要があります。自分の苦手の克服のためにも飲食店に行ってみたいなと思
っています。校外学習は、私たちがしっかりルールを守り、しっかりと学校生活を
送ることができたら、１年生の神戸校外学習よりもレベルアップした校外学習をす
ることができます。２年生の校外学習、３年生の修学旅行へつなげたいです。そし
て、学年全員で参加したいと思っています。
学習面では、計画的にテスト勉強をすることと、復習をすることを頑張りたいと

思います。昨年１年間は、めっちゃ頑張れた時とサボってしまった時がありました。
テストに自信をもって臨むためにも、日頃の復習のために、テスト期間に無理をす
るようなテスト勉強ではなく、１ヶ月ぐらい前からゆっくりと準備するような勉強
をしていきたいと思います。昨年の１年間で、自分の苦手な所や自分にあった勉強
法もなんとなくだけど分かりました。これらのことを活かして今年も頑張れたらい
いなと思います。なんやかんやいって来年には受験がまっているので、遊びながら
勉強する習慣はこの１年でつけたいと思います。
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「中学生になって」
中学生になって、今までの生活ががらりと変わりました。少

人数の小学校に６年間通っていた私は、中学校の生活の進み方
や人数の多さに、とても驚いています。小学校では出せていた
大きな声を出すのも、今までしていた遊びをするのも勇気がい

るし、みんなの前で発表するのは、正直とてもこわいです。小学校では、進んでできて
いたことも、中学校では、「これしてもいいんかな」と少し不安になります。そんな私が
今目標にしていることは、「自分からチャレンジ！」です。人が多くなってついつい遠慮
してしまったり、自分が思ったことを言えなかったりすることが多いけれど、せっか
く思っていることや分かったことがあるんだったら、勇気を出して言ってみたいで
す。また、授業中に発表するだけではなく、「みんな座ろう」などの周りへの呼びかけ
や、「これ手伝おうか」などの友達への気遣いの言葉も、自分から言えるようにチャレ
ンジしたいです。これからの中学校生活を楽しく、充実させるために、このような「自
分からチャレンジ！」を心がけて、がんばっていきたいです。

1年生
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「ものづくり体験館で」
僕は、ものづくり体験で錫の器を作りました。最初は、匠の方々から錫は溶けや

すいとか、熱の伝導率がよいなど、性質についての説明を受けました。そして、実
際に溶けた錫をお玉ですくいました。軽そうに見えるのとは裏腹に、結構重くて驚
きました。作り方の見本を見せてもらった後、実際に作り始めると、匠の方のよう
にささっとはできなくて、何度もやり直すことになりました。叩き方も色んな工夫
をこらす必要がありました。叩き終わると、次は磨く時間になりました。磨き続け
るとピカピカになりました。大変でしたが、とても素敵な作品ができて、達成感に
包まれました。匠の方々は、僕が何度もやり直すような作業を、素早く一回ででき
ていて、やっぱりすごいなと思いました。今後も、ものづくりについて知る機会が
あれば、率先して参加したいです。
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最後の年
植野 美紀

新年度を迎え、子どもが中学３年生になりました。中学校生活最後の年です。私は子ども
が4人いて、この子は４人目です。私にとっても中学校生活最後の年になるのです。1番目の
子どもから数えてもう何年お世話になっているでしょうか？とうとう私も中学校を卒業す
る時がきました。自分が中学校を卒業した時よりも寂しさを感じているかもしれません。
そう感じるのは、４人分の思い出があるからでしょうか？思い出といっても、一番に思い出
すのは上の子たちの反抗期です。子どもたちは何を聞いても「うん」か「わからん」くらい
しか返事が返ってこず、よく喧嘩になりました。だから、学校のことがよくわからずイライ
ラしていたように思います。それでも月日がたてばその状況にも慣れていきました。下の
子たちが入学するころには「なんとかなるさ」と気楽に構えていると、私の予想に反して下
の子たちはよくしゃべる！中学校のことがだんだんとわかるようになりました。中学校の
話をしていると上の子たちも自分たちの思い出を話しだし盛り上がります。話を聞いてい
るとそんなことがあったのか、というようなことがたくさんでてきますが、いい思い出に
なってるようでよかったです。そんな話を聞いていると私もしんどかったことが、いい思
い出になりました。今年最後の中学校生活となる４人目にもいい思い出を作ってもらいた
いです。そして、それをまた卒業してからみんなで話すのを今から楽しみにしています。

 

文化・研修部の皆さんから
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新年度スタート
白瀧 由美

桜も散り、山の緑もきれいに映え、すがすがしい季節になってきました。新１年生は学校
に慣れはじめ、新学期を迎えた２年生、３年生も、先輩として最上級生として、自覚が出てき
たところですね。私も新年度になり、色々なことがスタートしていく中でPTA役員という
学校に携わる一員となりました。とはいうものの、まだ始まったばかりで、何もわからない
状態ですが…。息子も３年生になりました。ついこの間、真新しい制服に包まれ、「中学生か
ぁ～」と言っていたのに、あれ？もう３年生？と、早さに驚いています。今の状態では３年生感
は全くなく、大丈夫か？と不安と心配でいっぱいの中で、受験という一番重要で、そしてで
っかい壁があり、いつも口うるさく言ってしまうのが現実です。３年生のみなさんには残り
１年、有意義な時間を過ごしてもらい、楽しい中学生生活を送ってほしいと思っています。
最後に、私もこの１年PTA役員としての役目を全うできるよう頑張っていきます。

新年度を迎えて
一宮 宏平

楽しみが1つずつ終わっていく。中学3年生になった次女の試合を応援に行き、その日の
帰り道にそう思う。最初のうちは本当に大丈夫かなーと、ひやひやしながら妻と二人で見
ていたものです。（ひやひやは今でも毎回ですが…。）良い仲間に囲まれて、やさしい先生
方に指導していただいて（先生、もっと怒ればいいのに）頑張っている姿は、家では見る
ことができません。家の中では、誰に似たのか尻に火が付かなければ何もしないような性
分なのに。あと少しで最後の大会です。最後にはみんなで笑えるように、楽しみが続くよう
に。
それが終わると、父の楽しみは、受験へと向かいます。本人は楽しくないでしょうが、部

活に一生懸命取り組んだように、受験勉強にも全力で頑張ってください。

◇◆◇ 寄稿してくださった皆さま、
ご協力ありがとうございました。 ◇◆◇


